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第25号

　

平
成
三
十
年
度
鳥
取
市
自
治
連
合
会
総
会
に
於
い
て
本
会
会
長

に
選
任
さ
れ
日
々
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
粉
骨
砕
身
努
力
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
町
内
（
区
）
会
皆
様
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
社
会
環
境
は
大
き
く
多
様
化
し
家
族
の
絆
や
地
域

と
の
お
付
き
合
い
の
希
薄
化
、
そ
し
て
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、

人
権
問
題
、
又
想
像
も
し
な
か
っ
た
よ
う
な
自
然
大
災
害
の
多
発

等
々
何
が
起
こ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
よ
う
な
状
況
が
つ
づ
い

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
自
治
会
組
織
の
重
要
性
を
再
認
識
し“
困
っ

た
時
は
お
互
い
さ
ま
”
の
精
神
で
助
け
合
い
協
力
し
て
い
く
事
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

鳥
取
市
は
本
年
四
月
一
日
中
核
市
へ
移
行
、
更
に
鳥
取
県
東
部

四
町
に
兵
庫
県
新
温
泉
町
を
加
え
一
市
五
町
と
「
連
携
中
枢
都
市

圏
協
約
」
を
締
結
し
山
陰
東
部
圏
域
の
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
と
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
相
協
力
し
、
相
互
理
解
を
図
り
な

が
ら
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
各
地
区
町
内
（
区
）
会
及
び
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展

と
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
鳥
取
市
自
治
連
合
会
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会
長
就
任
ご
挨
拶

鳥
取
市
自
治
連
合
会

�
会 
長

　
南
部

　
　
敏

　

湖
山
西
地
区
は
、
鳥
取
空
港
・
Ｊ
Ｒ
鳥
大
前
駅

を
有
す
る
交
通
の
要
所
で
、
又
湖
山
池
・
鳥
取
大
学
・

国
際
交
流
施
設
な
ど
景
観
の
良
い
文
教
地
区
で
す
。

そ
し
て
、
湖
山
西
地
区
は
、
農
村
地
域
の
旧
集
落

と
新
興
住
宅
地
域
が
混
在
す
る
街
並
み
が
形
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
従
来
、
大
学
生
の
多
く
は
旧
集
落

に
下
宿
し
て
い
て
、（
湖
山
町
下
宿
組
合
も
あ
り
ま

し
た
）
そ
れ
な
り
に
地
域
と
の
交
流
が
あ
っ
た
も

の
で
し
た
。
今
で
は
、
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン

の
た
め
に
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
も
無
く
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、公
民
館
に
出
向
く
と
い
つ
も
大
学
生
、

留
学
生
、
外
国
の
方
々
が
集
い
、
公
民
館
は
、
国

際
交
流
・
学
生
と
の
交
流
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
一
年
度
に
策
定
し
平
成

二
十
七
年
度
に
見
直
し

た「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

計
画
」
に
基
づ
き
、
湖

山
西
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
は
、
協
議
会
を
構
成

す
る
各
種
団
体
の
事
業

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

地
域
全
体
で
行
う
行
事

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
自
治
会
、

公
民
館
を
は
じ
め
各
種

団
体
の
主
体
的
な
活
動

を
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
後
援
し
、
各
種
団
体

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

全
体
と
し
て
湖
山
西
地

区
の
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

計
画
」の
基
本
目
標（
８
）

⑴
湖
山
池
の
自
然
環
境

を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り

⑵
み
ん
な
で
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

⑶
安
心
、
安
全
な
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

⑷
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り

⑸
地
域
ぐ
る
み
で
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る

ま
ち
づ
く
り

⑹
老
い
も
若
き
も
健
康
づ
く
り
で
い
き
い
き
ま
ち

づ
く
り

⑺
活
力
あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
ま
ち
づ
く
り

⑻
地
域
文
化
の
伝
承
と
創
造
に
よ
る
活
気
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

　

こ
の
基
本
目
標
（
８
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
施

計
画
（
27
）
を
立
て
て
、
毎
年
の
総
会
で
は
、
活

動
内
容
、
活
動
目
標
、
実
施
主
体
の
団
体
等
を
明

ら
か
に
し
て
各
種
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
主
催
の
大
き
な

行
事
等
を
紹
介
し
ま
す
。

　

①
地
区
民
運
動
会（
五
月
）、②
地
区
防
災
訓
練（
八

月
）、
③
地
区
敬
老
会
（
九
月
）、
④
地
区
公
民
館
ま

つ
り
（
十
月
）
⑤
西
っ
子
の
つ
ど
い
「
ク
リ
ス
マ
ス

会
」（
十
二
月
）、
⑥
湖
山
池
北
岸
清
掃
（
五
月
・
十

月
）
⑦
湖
山
池
に
関
す
る
住
民
説
明
会
（
二
月
）

　

今
後
と
も
湖
山
西
地
区
で
は
、「
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
」、「
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
誇
れ
る
ま
ち
」

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国際交流

湖山西校区町民大運動会

湖
山
西
地
区

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
誇
れ
る
ま
ち

　
　
　
　
　

湖
山
西
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

綾
木
　
　
隆
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平
成
三
十
年
度

　

定 

期 

総 

会

　

鳥
取
市
自
治
連
合
会
は
、
さ
る
五
月

十
一
日
、
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
各
地
区
よ
り
選
出
さ
れ
た

百
二
十
三
名
の
代
議
員
の
出
席
の
も
と
、

定
期
総
会
及
び
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
北
栄
町
自
治
会　

前
会

長
山
根
ひ
ろ
子
氏
を
お
迎
え
し
、「
男
女

共
同
参
画
の
す
す
め
」
～
自
治
会
長
を
経

験
し
て
～
の
テ
ー
マ
を
通
じ
て
、
女
性
役

員
登
用
の
方
策
に
つ
い
て
、
新
た
な
着
想

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
渡
邊
会
長
が
あ
い
さ
つ
を

述
べ
た
後
、
永
年
に
わ
た
り
町
内
会
活
動

に
功
績
の
あ
っ
た
地
区
会
長
や
町
内
会
長

等
を
務
め
て
退
任
さ
れ
た
五
十
三
名
の

方
々
に
対
し
、
鳥
取
市
長
及
び
鳥
取
市
自

治
連
合
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
深

澤
市
長
及
び
金

谷
市
議
会
副
議

長
か
ら
ご
祝
辞

を
い
た
だ
い
た

後
、
被
表
彰
者

を
代
表
し
て
松

保
地
区
の
池
原

範
雄
氏
か
ら
謝

辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。　

　

市
政
概
要
で

は
、
深
澤
市
長

か
ら
「
い
つ
ま

で
も
暮
ら
し
た

い
、
誰
も
が
暮
ら
し
た
く
な
る
、
自
信
と

誇
り
・
夢
と
希
望
に
満
ち
た
鳥
取
市
」
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
長
団
に
浦
木
遷
喬
地
区
会
長

と
井
上
国
府
地
区
会
長
を
選
出
し
、
議
案

の
審
議
に
入
り
、
以
下
の
議
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

・
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
報
告
、
監
査
報
告

　

・
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及

び
収
支
予
算
（
案
）

　

・
役
員
の
承
認

講演会

定期総会

新　役　員

会
　
長

南
部　
　

敏

副
会
長

竹
森　

貞
美

副
会
長

下
澤　

理
如

副
会
長

土
橋　

周
美

副
会
長

田
中　

雅
勝

副
会
長

新　
　

潤
一

監
　
事

安
木　

恭
次

監
　
事

福
田　

正
美

監
　
事

西
口　

清
壽

雲
山
南
団
地
町
内
会
の

　
　
　
　
　
　
　
活
動

　
　

雲
山
南
団
地
町
内
会

　
　
　
　

会
長　

清
水
宣
二

米
里
地
区

　

当
町
内
会
は
大
路
川
と
袋
川
に
挟
ま
れ
る

水
田
地
帯
に
昭
和
五
十
一
年
か
ら
造
成
さ
れ

た
住
宅
団
地
で
、
昭
和
五
十
四
年
に
町
内
会

が
発
足
し
、
現
在
で
は
会
員
数
三
百
八
十
一

戸
の
マ
ン
モ
ス
町
内
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

全
く
新
し
い
方
ば
か
り
の
町
内
会
な
の

で
、
歴
代
会
長
は
近
隣
の
方
と
の
親
睦
を
第

一
に
取
り
組
み
、
今
で
は
、
他
の
町
内
会
で

は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

①
月
二
回
の
役
員
会
…
老
人
会
・
子
供
会
・

民
生
委
員
も
参
加
す
る
役
員
会
で
す
。

②
班
会
の
開
催
…
十
六
あ
る
班
全
て
が
班
会

を
開
催
し
、
親
睦
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
毎
年
行
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
平
成
元
年
に
自
前
で
建
設
し
た

町
内
集
会
所
は
十
二
あ
る
サ
ー
ク
ル
活
動

で
連
日
大
賑
わ
い
で
す
。

又
会
員
有
志
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も

活
発
で
、
日
交
本
社
前
の
道
路
側
花
壇
、
大

路
川
土
手
の
草
刈
り
等
を
定
期
的
に
行
い
、

綺
麗
な
環
境
作
り
に
ご
協
力
戴
い
て
お
り
ま

す
。

　

町
内
会
活
動
と
し
て
「
大
型
ゴ
ミ
回
収
・

一
斉
清
掃
・
納
涼
祭
・
資
源
ゴ
ミ
回
収
・
文

化
祭
」
等
を
行
っ
て
お
り
、
資
源
ゴ
ミ
回
収

は
独
自
の
回
収
方
法
が
成
果
を
あ
げ
、
大
き

な
収
益
を
生
み
、
町
内
会
財
政
を
潤
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
町
内
会
活
動
で
特
筆
し
た
い
の
は
文

化
祭
で
、
毎
年
約
七
十
名
、
作
品
数
で
約

二
百
点
が
出
品
さ
れ
、
町
内
会
以
外
の
方
も

見
学
に
来
ら
れ
る
く
ら
い
の
出
来
栄
え
で
、

当
町
内
会
の
名
物
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
町
内
会
も
結
成
か
ら
四
十
年
が
経
過

し
、
他
の
町
内
会
同
様
会
員
の
高
齢
化
が
進

ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
対
策
と
し
て
、
災
害

時
避
難
の
手
助
け
、
大
雪
の
時
の
高
齢
者
宅

玄
関
の
除
雪
を
目
的
と
し
た
有
志
に
よ
る
み

ま
も
り
隊
を
結
成
し
、
防
災
会
活
動
の
補
助

的
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

団
地
内
の

町
内
会
に
も

か
か
わ
ら

ず
、
こ
の
よ

う
な
活
動
が

行
わ
れ
て
い

る
こ
と
は
近

隣
の
方
と
の

親
睦
を
第
一

に
取
り
組
ん

で
き
た
成
果

で
、
こ
れ
ら

の
活
動
が
更

に
発
展
す
る

こ
と
を
め
ざ

し
ま
す
。

納涼祭
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鹿
野
地
区

　

鹿
野
地
区
は
、
三
地
区
か
ら
な
り
、
そ
の

中
で
小
鷲
河
地
区
内
の
一
つ
鷲
峯
自
治
会
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

鳥
取
市
の
中
心
部
か
ら
南
西
の
方
向
に
、
霊

験
あ
ら
た
か
な
鷲
峯
山
が
見
え
ま
す
。
鳥
取

駅
か
ら
県
道
二
十
一
号
線
を
車
で
走
り
、
鹿
野

を
経
由
し
て
三
朝
温
泉
に
抜
け
る
途
中
に
集

落
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
が
鷲
峯
山
の
麓
、
鷲
峯

集
落
、
人
々
が
和
気
あ
い
あ
い
と
暮
ら
す
、
な

ん
と
な
く
温
も
り
を
感
じ
る
集
落
で
す
。
こ
こ

で
は
、
約
十
五
年
位
前
か
ら
鷲
峯
神
社
を
中
心

と
し
た
周
辺
に
、
現
在
ま
で
に
、
約
二
千
五
百

本
位
の
「
い
ろ
は
紅
葉
」
を
植
栽
、
管
理
、
保

育
し
、
神
社
へ
の
参
拝
者
が
楽
し
め
る
よ
う
に

し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
、
少
し
ず
つ
増
殖
し

て
行
こ
う
と
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
す
べ
て
集
落
の
人
の
手
作
り
だ
そ

う
で
す
が
、
海
抜
三
百
メ
ー
ト
ル
付
近
か
ら

湧
き
出
る
水
を
、
集
落
の
入
口
の
バ
ス
停
付

近
に
取
水
し
た
憩
い
の
水
広
場
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
交
流
の
場
と
し
て
、
和
や
か
な
雰

囲
気
を
味
わ
う
事
も
出
来
そ
う
で
す
。
こ
こ

か
ら
見
え
る
河
内

川
西
沿
（
集
落
の

向
か
い
側
）
に
は
、

四
年
位
前
か
ら
、

「
江
戸
彼
岸
桜
」

を
五
百
本
程
、「
紫

陽
花
」
を
百
本
程

植
栽
管
理
し
、
景

観
整
備
を
計
っ
て

お
り
今
年
度
も
植
え
込
み
を
予
定
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

そ
の
外
に
、
蕎
麦
を
十
五
ア
ー
ル
位
、
栗
、

柚
子
、
ふ
き
（
秋
田
ぶ
き
）
を
作
付
け
し
て

い
て
、
年
三
回
程
度
、「
鷲
峯
お
ろ
し
」
音

楽
会
、「
小
鷲
河
地
区
公
民
館
ま
つ
り
」、「
年

末
年
始
に
水
広
場
横
の
建
物
で
ソ
バ
を
ふ
る

ま
う
行
事
」等
に
提
供
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
鷲
峯
神
社
に
つ
い
て
集
落
の

人
か
ら
伺
っ
た
話
で
す
が
、
紀
元
前
二
百
十

年
（
弥
生
時
代
）、
第
八
代
孝
元
天
皇
の
時

代
に
創
設
さ
れ
た
と
さ
れ
る
歴
史
的
に
も
古

い
神
社
で
あ
り
、
狛
犬
の
事
を
研
究
し
て
い

る
著
名
人
が
鷲
峯
神
社
に
据
わ
る
狛
犬
を

掘
っ
た
石
工
の
「
川
六
」
を
日
本
で
三
本
の

指
に
入
る
石
工
と
絶
賛
し
た
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
関
係
で
近

年
参
拝
客
が
増

え
て
き
た
の
で

清
掃
管
理
も
実

施
し
て
い
る
と

の
こ
と
。

　

一
度
、
来
て
、

参
拝
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
き
っ
と

ご
利
益
が
あ
る
と

お
も
い
ま
す
。

憩いの水広場

鷲峯神社

鳥
取
県
自
治
会
連
合
会
の
動
き

平
成
二
十
九
年
度

◇
中
四
国
自
治
会
連
絡
協
議
会

　

二
月
九
日
、
岡
山
市
に
お
い
て
各
県
連

合
会
の
代
表
者
等
百
十
二
名
が
集
い
開
催

さ
れ
、
鳥
取
県
自
治
会
連
合
会
か
ら
十
四

名
が
参
加
し
た
。
山
口
・
香
川
・
岡
山
の

三
県
を
代
表
す
る
町
内
会
が
そ
れ
ぞ
れ
特

色
の
あ
る
活
動
に
つ
い
て
発
表
し
、
そ
の

後
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

◇
響
か
せ
よ
う
ト
ッ
ト
リ
ズ
ム
♪

　
　

と
っ
と
り
元
気
フ
ェ
ス
二
〇
一
八

�

（
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
）

　

二
月
十
七
日
、
鳥
取
市
に
て
開
催
。
分

科
会
で
は
地
域
防
災
の
ス
ス
メ
～
こ
れ
か

ら
の
地
域
防
災
を
考
え
る
～
を
題
材
と
す

る
鳥
取
市
千
代
水
地
区
自
治
会
・
倉
吉
市

生
田
自
治
公
民
館
の
事
例
発
表
等
が
行
わ

れ
た
。

平
成
三
十
年
度

◇
第
一
回
正
副
会
長
会

�

（
四
月
二
十
六
日
、
倉
吉
市
役
所
）

◇
平
成
二
十
九
年
度
監
査
会

�

（
四
月
十
三
日　

米
子
市
）

◇
平
成
三
十
年
度
総
会
及
び
研
修
会

�

（
五
月
二
十
九
日
、
倉
吉
市
役
所
）

◎
総
会

・
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
報
告
、
監
査
報
告

・
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収

支
決
算
（
案
）
及
び
収
支
予
算
（
案
）

　本格的な人口減少と超高齢
化・核家族化社会を迎え、住
民自治組織の活動及び運営は
今後ますます、困難になるも
のと思われます。
　このような流れの中で池田
候の縁による鳥取・岡山・姫
路三市姉妹交流会は、毎年三
市の持ち廻りにより開催して

おり、それぞれが抱える課題についての意見
交換や特色ある取り組みについての発表に加
え、各市の先進的な施設を視察できる大変有
意義な交流となっております。この交流によ
り得られた情報等を活かし、少しでも住民自
治組織の活性化が図れればと思っております。
　本年９月には、姫路市で開催させていただき
ますので、鳥取・岡山両市から多くの皆様が来
られることを楽しみにしております。

　鳥取・姫路・岡山の三市姉
妹交流会は、住民自治組織主
体の交流として10年以上続け
られています。
　このような交流会は全国的
にも珍しく、交流内容も自治
会課題への意見交換だけでな
く、青谷上寺地遺跡、あしもり
学園の視察、姫路城の改修講座

など幅広く行われ、どの回も参加者全員の資
質向上につながっていると思います。この交
流がお互いの地域への理解を更に深め、地域
のＰＲに寄与できれば良いと思っています。

・
役
員
選
出

　

会　

長　

笠
見　

猛　
　
　
（
倉
吉
市
）

　

副
会
長　

南
部　

敏　
　
　
（
鳥
取
市
）

　

副
会
長　

福
景　

順
一　
　
（
米
子
市
）

　

理　

事　

福
田　

健　
　
　
（
倉
吉
市
）

　

理　

事　

斎
木　

英
宏　
　
（
倉
吉
市
）

　

理　

事　

米
田　

耕
作　
　
（
倉
吉
市
）

　

理　

事　

竹
森　

貞
美　
　
（
鳥
取
市
）

　

理　

事　

下
澤　

理
如　
　
（
鳥
取
市
）

　

理　

事　

土
橋　

周
美　
　
（
鳥
取
市
）

　

理　

事　

田
中　

雅
勝　
　
（
鳥
取
市
）

　

理　

事　

新　
　

潤
一　
　
（
鳥
取
市
）

　

理　

事　

平
井　

道
彦　
　
（
米
子
市
）

　

理　

事　

北
村　

軍
二
郎　
（
米
子
市
）

　

理　

事　

手
島　

博　
　
　
（
米
子
市
）

　

理　

事　

松
井　

克
英　
　
（
米
子
市
）

　

監　

事　

生
田　

均　
　
　
（
倉
吉
市
）

　

監　

事　

河
野　

和
人　
　
（
倉
吉
市
）

◎
研
修
会

　

テ
ー
マ

：‌�「
震
災
へ
の
対
応
と
、
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
」

　

講　

師

：

西
郷
公
民
館
長
（
元
伊
木
自
治
公
民
館
長
）

�

笠
見 

篤
義　

氏

他市からの
姉妹交流会ＰＲ

姫路市連合自治会
会長　大野 幸一

岡山市連合町内会
会長　久世 英一

一
度 

来
て 

み
な
は
れ

　
　

鹿
野
地
区
自
治
会
長
会

　
　
　
　

会
長　

高
田
　
守
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定
期
総
会
を
終
え
前
渡
邊
会
長
が
勇
退
さ
れ
、
南
部
会
長
が
選
任
さ
れ
て
新
体

制
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
号
も
、
他
市
や
各
地
区
か
ら
寄
稿
を
頂
き
ま
し
た
が
福
井
市
自
治
会
連
合
会

と
の
視
察
研
修
会
の
内
容
も
含
め
、
い
ず
れ
も
並
々
な
ら
ぬ
意
欲
と
熱
意
と
自
信

を
感
じ
ま
し
た
。
現
在
の
世
情
は
「
予
測
不
能
の
時
代
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
地
区
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
画
一
的
で
は
な
い
「
特
色
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�

（
広
報
委
員
長　

田
中
雅
勝
）

編 後集 記 平成30年度

住
み
よ
い
・
魅
力
あ
る

　
美
保
南
を
め
ざ
し
て

　
　

美
保
南
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　
　
　

会
長　

西
尾
義
昭

美
保
南
地
区

　

美
保
南
地
区
は
、
昭
和
六
十
二
年
に
大
路

川
を
境
に
美
保
地
区
か
ら
分
離
し
て
で
き

た
、
比
較
的
新
し
い
地
区
で
す
。
人
口
も
発

足
当
時
は
四
千
三
百
人
程
で
し
た
が
、
三
十

年
間
で
三
千
人
以
上
増
加
し
、
今
も
増
え
続

け
て
い
ま
す
。

　

美
保
南
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
平
成

二
十
二
年
に
「
美
保
南
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

を
策
定
し
、
①
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち　

②

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち　

③
ふ
れ
あ
い
と

賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち　

④
地
域
を
愛
し
誇
れ

る
ま
ち
を
目
指
し
、
地
域
の
様
々
な
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
九
月
に
大
路
川
増
水
に
伴

う
避
難
勧
告

が
発
令
さ
れ

た
と
き
、
地

区
・
町
区
自

主
防
災
組
織

が
あ
ま
り
機

能
し
な
か
っ

た
こ
と
を
契

機
に
、
地
域

の
防
災
力
向

上
に
特
に
力

を
入
れ
て
取

り
組
む
よ
う

に
な
り
ま
し

た
。
具
体
的

に
は
、
地
区

独
自
の
防
災

の
て
び
き
・

総
合
防
災

マ
ッ
プ
・
防

災
計
画
・
避

難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
た
ほ

か
、
女
性
の

防
災
力
向
上

の
た
め
の
事

業
等
も
行
っ

て
き
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
昨
年
、
鳥

取
県
自
主
防
災
組
織
等
知
事
表
彰
の
「
功
労

表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
が
不
可
欠
で
あ
り
、
毎

年
地
区
四
大
行
事
（
運
動
会
・
納
涼
祭
・
敬

老
祭
・
文
化
祭
）
を
開
催
し
、
住
民
相
互
の

ふ
れ
あ
い
と
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
情
報
発
信
の
た
め
広
報
紙
の
発
行

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
適
時
・
的
確
な
情

報
の
提
供
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
実

績
や
効
果
を
検
証
・
評
価
す
る
た
め
、
地
区

住
民
の
方
々
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
防
災
で
は
体
験
型
の
防
災

フ
ェ
ス
タ
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

地区総合防災訓練（非常食の試食体験）

地区さわやか大運動会

　６月14・15日の両日、福井市の旭地区公民館に於いて、鳥取市自治連
合会は事務局を含む26名、福井市自治会連合会は奥村自治会連合会会長
様他、副会長・理事・代議員の計10名との研修交流会を行いました。
　福井市は人口26万3千8百人、世帯数は10万2千3百戸、各地区自治会連
合会数は概ね小学校を単位とした48地区傘下に1,546の自治会があり、加
入率は75.8％となっている。各単位自治会長及び地区自治会連合会会長は
福井市の行政嘱託員として市より報償金が支払われている。
　福井市自治会連合会は地区自治会連合会から選出された代表者（理事）
及び世帯数により割り当てられた代議員を会員として運営されている。予
算規模は会費・参加負担金・市事業補助金・諸収入からなる、総額470万円
程度となっている。単位自治会に関する財政面での支援はないが防犯灯設
置事業補助金、ごみステーション美化協力金等、自治会が行う各事業に対
する補助金制度は充実していると感じる。更に、「地域の魅力発信事業」で
はふるさと納税額を補助金として活用し、住民主体のまちづくり、特色を活
かした魅力ある事業化、地域が発展・成長するための連携事業などの活動
にソフト事業のみに限定した支援を行うなど学ぶべき事が多かった。

　これらの諸事業に２時間枠一
杯、忌憚なく質疑を行うことが
できた福井市自治会連合会の皆
様との充実した交流会に感謝を
申し上げ、ご報告といたします。
� （文責／副会長　田中雅勝）

先進地研修視察を終えて


